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・事業地周辺の地質は、北部（清澄層）は砂岩泥岩、中央部（天津層）は泥岩、南部（木の根層）は泥岩と頁岩である。
・ 立体図により、北部には多数の侵食谷が確認できる。また、中南部は、北部に比べて堆積物による緩傾斜地形が
多く確認できる。
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事業地周辺の 立体図※
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※ 立体図について
・尾根（凸地）は赤色、谷（凹地）は青色
・尖った尾根ほど濃い赤、緩やかな尾根は薄い赤
・深い谷は濃い青、浅い凹地形は薄い青
・急傾斜地は暗く、緩傾斜地は明るい
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※事業地（赤点線部）は概ねの位置です。

図面出典：国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合センター

事業地周辺の地質図

事業地周辺の地質の状況（ 立体図）



出典：太陽光発電協会HP https://www.jpea.gr.jp/news/24776/
「地域との共生・共創」並びに「自然環境配慮と生物多様性の保全」に基づく普及のベストプラクティス例
（2025年11月11日 ）
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令和７年１２月２３日 現地確認（事業地周辺の状況） 令和７年１２月２３日
現地確認時 公表資料



地質の状況
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図面出典：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 地質調査総合センター
https://www.gsj.jp/Map/JP/geology4-8.html

※事業地（赤着色部）は概ねの位置です。



＜参考＞
河岸に露出する泥岩に発生したスレーキングです。乾燥と湿潤を
繰り返すことで発生し、この写真のような塊状の泥岩にしばしば
見られます。

出典：国立研究開発法人産業技術総合研究所
地質調査総合センター

https://gbank.gsj.jp/geowords/glossary/sa.html#slaking

銘川の状況 銘川左岸の湧水の状況

事業区域に隣接する銘川の状況

地質の状況（参考 泥岩のスレーキング）


